

























































の地域言語の講座が開設されている。 新入生にとって、 歴史的にも文化的にも日本との関係が深い中国と韓国の言葉を除くと残りの東南アジア、 南アジア、 西アジア、 中南米という四地域の言葉は、 あまりなじみがないも かも知れない。レーシアのマ レー語はマ レーシア語、 インドネシアのそれはインドネシア語と呼ばれている。 マ レー語は、 もともとアラビ 文字を手本としたジャウィ文字で表記されていたが、 英国の植民地時代になるとラテン文字表記が採用された。 おそらく興亜専門学校の授業ではラテン文字を使った教育が行われていたと思わ る しかしマレー語に入ったアラビア語の単語や生活に密着したイスラーム文化の話を通じてアラビア語に関する基本情報は教育されていたと推察される。
アラビア語教育がスタートしたのは、
第二次大戦後、 日本経済短期大学、 亜細亜大学へと発展していくなか、 経済 部（一九六四年開設） に国際関係学科が開設された一九七六年のことであった。 この年アラビア語以外にヒンディー語の講座も開設され、 本学の外国語教育、 特にアジアの諸言語教育は一層の充実をみたのある。 そして一九九〇年、 国際関係学科を母体として国際関係学部が開設される
さてアラビア語だが、 この言語が主に
使われている地域は、 この四地域のどこだろうか。 正解は、 西アジアであるが、 新入生に尋ねてみると、 答えは、 東南アジア、 南アジア、 西アジアとかなり分散する。 さすが 中南米と答え 人は少ない。と、 現在の六言語に絞り込んだ読み、 書き、 話すという三要素を集中的に教育する地域言語のカリキュラムが確立した。
日本における最初のアラビア語教育
は、 大阪外国語大学 （現大阪大学外国語学部） にアラビア コースが開設された一九二一年にスタートした。 こ コースは、一九四〇年に独立したアラビア語学科となった。 一方、 東京外国語大学にアラビア科が開設されたのは意外 も遅く、 第二次大戦後十五年以上が過ぎた一九六一年のことであった。 大阪外大が 創立とともにアラビア語教育を開始し に対して東京外大は、 その設立を 八七三 の東国語学校とすればアラビア語教育が始まるまでに設立から一世紀近く 要 たことになる。 そのことを考えると社会科学系の学問の研究と教育を基盤とする一私立大である本学が、 前世紀の七十年代に国際政治・経済におけるアラビア語の重要性を認識し、 国際関係学 言語教育を有機的に連動させた地域研究の教育体制
を整えたことはその先見の明を高く評価されて良いであろう。
前世紀の七十年代とはどんな時代だっ
たのだろうか。 アラビア語の存在感を一挙に高める何か重要な出来事があったのであろうか。 現在五十代後半から六十代以上の年代の人々は、 ネオンが消え薄暗くなった町、 トイレットペーパ たスーパー、 高騰したガソリン価格、 いわゆる石油ショックに襲われた日本社会の混乱状況を覚えているだろう。 一九七三年、 十月に勃発した第四次中東戦争は、資源ナショナリズムの台頭を背景にOPEC（石油 これら四地域が、 具体的にどのあたりを示すのかという問題もあるが、 アラビア語は、 新入生に ってまだまだ未知の世界の言葉といえるだろう。
では亜細亜大学におけるアラビア語教















設にはその五年前、一九五六年に発生した第二次中東戦争が大きな影響を与えていることは明確である。これを境に中東調査会、アジア経済研究所（現日本貿易振興会研究所）という専門性の高い研究機関が設置されている。そしてこ 二年後には、二次大戦後の国策会社とも言われるアラビア石油が設立され、日本の経済成長にとって生命線と える湾岸の石油の開発、確保に向けて活動を始めて手本とした上からの強制的な近代化を推し進めたパフラヴィー朝が崩壊し、イスラーム法学者の統治理論に基づくイスラーム共和国が誕生した。政教分離が近代国家の原則という教育を受けてきた人々にとってこの二十世紀に登場した政教一致を揚げる国家は、前近代的な後進国と映ったのは自然なこ であった。またイランの言語は、ペルシャ語 り、それはア ビア語と 別系統の言 であるが、文字についてはアラビア文字を採用していた。こうしてアラビア語には、前近代的イメージと不可解な価値観によって社会運営を行う スラーム いう宗教が広まっている国々の言語という新たな不安感が付きまとうこと なった。
イラン革命の翌年、八年にわたるイラ
ン・イラク戦争が勃発。その終結から三年を経た一九九一年には、イラン・イラク戦争 通じて兵器と軍隊を整備したイラクがクウェイトに侵攻すると、米国を中心にした多国籍軍が派遣され湾岸戦争










軍の攻撃など、イスラーム主義と政治的テロと 関連性が指摘される中、それは、政情不安の中心的な要因として危険視されるようになっていた。イスラームに対する不信感、それが嫌悪感につながっていくことを象徴する言葉 イスラモフォビア（イスラーム嫌い）である。前世紀の九十年代から欧米で使われ始めた言葉と言われるが、まさに二〇〇一年の九・一一事件は、イスラーム 対する嫌悪感、ムスリムに対する警戒心を示すこの言葉を世界中に拡散させ、定着させ
が勃発する。数えきれないほどの油田から立ち上る火炎に人類文明の終末を感じたのは筆者一人ではないであろう。この戦争でイラクは敗戦するものの、イラクの指導体制は存続し、これを壊滅させるため二〇〇三年、大量破壊兵器保持疑惑を口実に英米軍を主体とした有志連合がイラク攻撃を実施し 。この戦争によイラクの分裂は現在に至るア ブ諸国おける宗派対立や内戦を引き起こす大きな要因となった。湾岸戦争当時、アラビア語を専攻したこと 就職用書類に書かないという学生がいる いう話 聞かされたことがある。アラブ諸国への赴任だけは避けたいという理由だそうである。戦争と政情不安が、当該地域に対する関心よりも恐怖心と嫌悪感 呼び起こす要因となったというこ であろ
一方イスラームであるが、イスラーム
















よって誤った事実、 イメージを定着させいる報道の在り方を厳しく批判 たが、三十年を経た現 、 ニュー の作られ方は当時とほとんど変わ いない。 情 を集
める道具が進化すればするほど事件の本質は見捨てられている感じがしてならない。 アラビア語教育においてイスラームは避けて通ることができないテーマである。それはアラブ諸国の大多数がムスリムあるということだけによるのではなく、 アラビア語自体がイスラームの根幹を形成しているこ によるのである。
紛争と前近代的でかつ危険な宗教であ
るイスラームという両者につなが 地域の言葉。 アラビア語に付きまとうこの二つの壁を克服し、 学生たちにアラビ 語学習の意義、 面白さを伝え はどうしたらよい であろうか。 次回はその為の工夫について、 またアラビア語教育の目指すところ、 そして現状、 さらに前述した二つの壁を自らの力で乗り越えてア語を選択 る学生たち 問題意識について述べてみたい。
最後に本稿のタイトルについて言及して
おこう。 誰もが知ってい 千夜一夜物語、シャハラザードが語り続けた物語は、 千夜




































































































































宿泊施設、 旅行会社、 飲食店、 土産物屋
は、 主として旅行者をターゲットにした施設であるのに対して、 テイラーは必ず も旅行者に特化した業種ではな 。 実際 こうし素を含んでいる。
以上のように、ホーチミンシティの
バックパッカー街は、かつてターミナル駅が位置した旧サイゴンの残映を感じさせる下町的な空間、ふるくはカフェで、現在ではカフェから転身した専業の旅行会社やさまざまな飲食店などでの情報交換を行うバックパッカーの交流空間、フラッシュパッカーに代表される現代的、言い換えれば大衆化したバックパッカーにとっての「聖地」体験の場など、さまざまな人々のさまざまな「夢」が複層した空間として捉えられる。かくいう筆者もフィールド調査の名を借りて、こうした空間体験をするフラッシュパッカーの一人なのかもしれない。引用文献など近藤紘一『サイゴンから来た妻と娘』文春文庫、一九八一年。近藤紘一『サイゴンのいちばん長い日』文春文庫、一九八五年［サンケイ新聞社出版



















































































際には続きがある。 ボロボロ なった王子の像を見た市長と市会議員は、 像を溶かして、 その場所に自分の銅像を立てるべきだと主張し、 論争になった。 論争が続 間、子の像は溶鉱炉へ運ばれた 、 心臓は解けることなく残った。 そして王子 心臓とツバメは天国へ運ばれた。
この話は、銅像の特徴を物語ってい



























二〇〇二年公開） の冒頭は、 ワルシャワの町を舞台としている。 一九三九
に無関心なときには、銅像にピューピューと冷たい北風が吹きつける。最後にレノ伯爵がヴィアンヌを受け入れ、村で祭りを開いた際には、銅像は花で飾られ、人びとがその周りで踊っている。銅像そのものは変化しないが、最初は悲しそうであり、最後には笑っているよう見える。
このように、ほんの一瞬であるもの
の、映画の中には銅像がよく登場する。その理由は、銅像がその場所を特定させる機能を持つことと、広場が出来事の発生現場になることが多いことにある。例えば『ショコラ』では、最後 祭り 催された場所が、教会前 広場であった
広場で起こるポシティブな出来事とし
ては、祝祭が挙げられるが、ネガティブな出来事には、武装蜂起とそれに対する反撃、公開処刑などがある。前近代のヨーロッパで行われていた公開処刑は、人びとへの見せしめでもあり 娯楽でもあった。パリのコンコルド広場 フランス革命年九月、 ドイツ軍がポーランドに侵攻た際、 ワルシャワの聖十字架教会 キリスト像とコペルニクス像が映る （写真
7） 。 ポーランドの人びとの心の支えで







































ヴィエズドスラウ（一八四九～一九二一） というスロバキアの詩人・劇作家の銅像である。 スロバキアの首都、ブラチスラヴァのフヴィエズドフラウ広場にある。 一九八八年三月、 この広場で社会主



























交史のテキスト 輪読が中心である。良質なテキストを皆で読み分析や討論をすることで共通の知識基盤を作ってもらうことがその目的である。学生たちは毎週全員、課題 部分 レジュメを作成し提出しなければならないが、これがかなりの負担であるらしく、前日の水曜日は「地獄の水曜日」と呼ばれている。しかしこの作業はゼミ討論の活性化には不可欠なので、私 学生の悲鳴には耳を貸さない。
司会を担当するチームにとってはさら
に事前準備が大変であ テキスト課題から重要な論点を選び、討論の進め方を事前に考え、必要があれば各ゼミ生に業を割り振る。この学生同士の事前準備にLINEを利用するところなど、今どトを行ったり、一人一人が関係各国の代表に扮して模擬国際会議を行うこともある。普段の自分自身の考えとは異なる立場から議論 たり他 利害代弁す ことで、今まで気づかなかった他国の事情を知 ことにつながり、良い勉強になるよう ある。
当初私は、学生たちがどの程度真剣







































































る。上記の取り組みを真面目に一生懸命やっている学生もいれば、ただなんとなく受け身にすごして る学生もいるこ は否めない。ゼミでの学習が活発に行える年も、静か なってしまう年もあることも事実であ しかし、課題に対してできる限り自己学習し、友達同士























































後、宮本総支配人 初め する日本人幹部の皆さんから、中国で営業する日系の代表的ホテルとして 最高水準のサービスを提供すべくいかに努力しているかについて話を伺うことができた。「日本ではできて中国での再現が難しいサー ス
　
ただ二週目からは日本で学んだマ―ケ


























に「ものづくり大国」 本を、海外 感じてもらいたかった めである 日本二十七％、アメリカ二十二％、中国十七％。これは同社の二〇一五年度の地域別売上目標である。エアコンの専業メーカーとして海外ニーズを果敢にとりつつ世界No
.
１の地位にまで上り詰め
た同社にとって、大気汚染等深刻な環境ため今年もアンケート調査はすべて学生達の手で実施された。 この日の午後だけで八十枚近くが集まり、 そ 夜、 報告 駆けつけた彼らの表情は晴 晴れとしており、 調査に成果を感じ ようだった。
翌二十六日（火）がいよいよ本番。









業を訪ね企業人から生産者の視点を感じる。 こうした一連の準備作業を経て、 八月二十五日 （月） から 「多文化フ ィ ルドスタディー」 にとっての最大の山場であるアンケート調査が始まった。 六名いたメンバ のうち二名は、 八月二十四日 （日） ら、 「多文化インタ ンシップ」 の めに北京を離れ深圳に移動した。 このため、 北京で 調査は残り四名で実施された。
初日の二十五日 （月） 午前に、 中国語で




















































「日系コンビニエンスストアの中国進出―北京におけるセブ イレブン 現状」（嶋村）、「北京の幼児教育の現状と「こどもチャレンジ」成功 可能性」（二〇〇四）（小巻）と、今年まで一貫して続く「日本ブランドの構築」の系譜もある。特に後者の「日本ブランド」の系譜を今日、改めて眺めてみると、学生達は当該企業の中国進出間もない時期に調査をしていることに気付く。テーマ設定から見る限り先見の明があるように見えるが、実際は学生達が日本で日頃から親しんでいる企業が、果たして中国の消費者に支持されるだろうかという素朴な関心からスタートしたに過ぎな 。ただ十年以上前に彼らによって選ばれた企業のいずれもが、今日の中国で成功している日本企業である。これは若い彼らの感性の鋭さを示すと同時に、この十年間で中国にも日本の消費者と同じ感性、志向を持つ人々が着実に増えて行ったことを象徴的に物語るものであろう。　
最後に。今年はアンケート調査に加














































掘り」であった。富士山クラブのスタッフから具体的な作業手順など 指示を受けた後、予め決めてあった十二の班（各班四、五名）に分かれ作業開始。用意されてい シャベルやヘラを用い、銘々ゴミに挑む。作業は三十分単位で、数分 休憩 挟み 正味九十分実施。　
慣れない作業であったと思われる























































ではインドネシア語を履修する学生が中心となって、五月からインドネシア人学生の校外学習のためのフィールドワークの企画を準備しま た。インドネシア人がどんなことに興味を持ち、どんなふうに日本語を勉強したら、よりよく日本語を学べるのか、日本で生活や学習で彼らがどんなことに困るのか、それに のように対処すか、そういった点を考えな ら、五つのフィールドワーク企画①武蔵境「インドネシアに無いもの探し」②吉祥寺「日本とインドネシアの看板比較」③小金井公園「江戸東京たても 園巡り」④三鷹の森「ジブリ美術館探訪」⑤渋谷「若者文化体験」を立てました。
多文化コミュニケーション学科の学
生は、フィールドワーク当日 引率・運営も行いました。午後にフィールド
ワークを行い、次の日の午前中にインドネシア人学生が前日のフィールドワークの成果をパワーポイントにまとめ、日本語で発表します。そ 補助を多文化コミュニケーション学科の学生が行いました。インドネ ア人 生と
二〇一四年八月二十一日から九月九
日まで、インドネシアの首都ジャカルタにあるアル・アズハル・インドネシア大学で 本語を学ぶ九人の学生が、亜細亜 の 短期研修プログラムに参加しました。国際関係学部多文化コミュニケーション学科を中心とする亜細亜大学の学生がイ ドネシア人学生を歓迎し、彼らの日本語学習を補一緒にフィールドワークを行い、彼らの日本語学習をサポートしながら交流を重ねていくうちに、お互い自然と仲良くなっていきました。
ほとんどのインドネシア人学生に
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前を書 サービスもあった。 その先は、 ソンブレロと死者の日の祭りで飾ら る色鮮やかな頭蓋骨が並ぶラテンアメ カの市場（写真
5・
6） 。 そして 一休みしたくなった所
には多文化広場が設置された。 そこ は留
学生による自国紹介が行われ、 地域言語、多文化マーケットの紹介用動画も流された。 また出口前には多文化検定ボードが配置され、 見 者の関心をより深めた。
その地域のことを知りたければ市場を
歩けと言われる。 市場は、 その地域の文化と知り合う最良のフ ィールドである。 多とは多様な市場と換言してもよい。 してその市場を再現することは多文化コミュニケーション学科の学び は何かを発見しそれを学内外に発信するこ に他ならな
多文化コミ ュ ニケーション学科は、 二〇一 四
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